
東御市景観賞
東御市発足20周年記念事業

　この度、東御市発足 20 周年記念事業として東御市の美しい景観の形成に寄与する建築物等の所有者

等を表彰し広く公表することで、景観に対する市民意識の高揚と環境を守りながら自然と調和した美し

いまちづくりを図ることを目的に、東御市景観賞を実施いたしました。

　表彰の選考にあたって市民等からも意見を求めましたところ、応募いただきましたいずれの作品も高

い評価となり、市民にとって市の景観形成を考えるよい機会になったと感じております。

　今後ともすべての市民がふるさとを誇りに思い、活気とにぎわいにあふれ、快適で安心して暮らし続

けていける市となるよう、市民・事業者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

　結びに景観賞に応募いただきました関係者の皆様、また、審査にご協力いただきました選考委員の皆

様のご協力に感謝申し上げますとともに、今後のご活躍を心よりお祈り申し上げます。

●作品募集期間　　令和５年８月１日～ 10月２日

●表彰の対象

　・建築物、工作物、広告物およびその他物件

　・東御市内にあり、道路など公共的空間から

　　常時見ることができる建築物等

　・所有者、設計者および施工者の同意を得て

　　応募し、または推薦された建築物等

　【対象外】

　・国、県または市から文化財として指定等さ

　　れたもの

　・公共施設（土木構造物を含む）

　・建築基準法に違反しているもの

●応募件数　10作品

●選考委員

　・東御市市長	 	 	 	 	 花岡　利夫

　・（一社）長野県建築士事務所協会上小支部	 宮原　仁史

　・東御市建設業協会（建築部会）		 	 木村　啓二

　・東御市建設業協会（造園部会）		 	 髙橋　孝幸

　・国立大学法人信州大学　准教授	 	 上原　三知

　・（公社）長野県宅地建物取引業協会上田支部	 工藤　裕子

　・長野県上田建設事務所　建築課長	 	 小林　博幸

　・東御市議会	 	 	 	 	 西山　福恵

　・東御市景観を考える会	 	 	 荻原　博行

　・東御市都市計画審議会	 	 	 長越能理子

　・公募	 	 	 	 	 安原　慶幸

●選考方法

　選考委員会において書類評価および現地評価を実施し、

　事前に行った市民等からの意見を参考に総合的に審査

　したうえで表彰作品を選考し、市長が表彰作品を決定

●表彰件数　５作品

市長あいさつ

長野県東御市長
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東御市景観賞　表彰作品
【名　称】miike
【所在地】東御市和 3151-4
【所有者】小林真幸
【設計者】井原正揮　井原佳代（ihrmk）
【施工者】小山　博（（株）アールクラブ代表取締役）
【完成年】令和３年
【選考委員会コメント】
　空いていた建物をうまく活用しており、活用前と比べると想
像できないほど素敵な建物となっている。また、お金をかける
ところとかけないところが工夫されており、道路からもうまく
セットバックされている点が評価でき、緑化を含めた外構も建
物とマッチしている。

【名　称】服部住宅
【所在地】東御市常田 438-1
【所有者】服部　正
【設計者】開建築企画　櫻井秀夫
【施工者】第一建設工業（株）　関根　実
【完成年】平成 19年
【選考委員会コメント】
　打ち放しコンクリート擁壁の評価については賛否あるものの、
セットバックや植栽など周辺環境に配慮されている。壁面や軒
裏の仕上げがよく、築 15年を超えているが建物、植栽ともによ
く手入され、周辺のまちなみとうまく調和している。

【名　称】パンとお菓子クリシェ
【所在地】東御市祢津 243-1
【所有者】パンとお菓子クリシェ　渡邊武蔵
【設計者】御代田建築設計事務所　山田まどか
【施工者】ライツ建築研究所（有）　今井義幸
【完成年】令和元年
【選考委員会コメント】
　庭の植栽や裏にある高い木により全体的にバランスがよく、
建物もかわいらしいデザインで自然と調和した小さな公園のよ
うな雰囲気となっている。物置や自家用車などが見えないとこ
ろに配置され、景観に配慮されている。

【名　称】斎藤邸
【所在地】東御市滋野乙 2405-3
【所有者】斎藤正人
【設計施工者】ホクシンハウス　小林修作
【設計施工者】みどり屋　小林勝宏
【完成年】平成 28年
【選考委員会コメント】
　四季を感じることができそうな様々な種類の植栽がきれいで、
カーポートがなく、また平屋であるため建物の高さと植栽の高
さがマッチしている。駐車場の仕上げがコンクリートだけでな
く自然石を使う工夫がされ、庭の石積みのライン、玄関へのア
プローチ壁が自然と玄関に誘導されているようで心地良い。

【名　称】御牧原てらす
【所在地】東御市御牧原 2702-1
【所有者】小池　淳、道子
【設計者】山下達朗　planplan
【施工者】（株）幸和建設
【完成年】平成 27年
【選考委員会コメント】
　北アルプスの眺望、大きい屋根の建物が相乗効果によって素
晴らしい。斜面といった立地が建物高さをおさえ、植栽の高さ
とマッチしている。木の外壁の黒ずみは朽ちていく美を感じる
ことができる。


